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議事録 

項 目 
水前寺江津湖公園利活用・保全推進協議会 合同部会 

（第９回 環境部会、アクティビティ・マネジメント部会） 

協議日時 令和元年（2019年）7 月 18 日（木） 14:30～ 

協議場所 熊本市動植物園 緑の相談所 ２階会議室 

協議者 

（敬称略） 

【環境部会】 
熊本大学大学院 
先端科学研究部 環境保全分野 准教授      皆川 朋子（部会長） 
熊本県立図書館 学芸調査課 課長        丸山 伸治 
（一社）熊本市造園建設業協会 
水前寺江津湖公園サービスセンター副所長     尾崎 友信 
熊本県文化懇話会 環境文化部門 会員      鎌田 剛（欠席） 
熊本記念植物採集会 副会長           奥村 智治 
熊本野生生物研究会 事務局企画担当       歌岡 宏信（欠席） 
自然観察指導員熊本県連絡会 事務局長      田畑 清霧 
日本野鳥の会熊本県支部 副支部長        坂梨 仁彦 
水と緑ワーキンググループ 代表         大住 和子 

 
【アクティビティ・マネジメント部会】 
熊本大学大学院  
くまもと水循環・減災研究教育センター准教授   星野 裕司（部会長） 
公益財団法人 熊本市美術文化振興財団 理事   葉山 耕司 
公益財団法人 地方経済総合研究所 主任研究員  藤田 英介（欠席） 
キリン（株）九州統括本部 南部九州支社 
熊本支店 業務部 担当部長           宮脇 雅人（欠席） 
株式会社スノーピーク地方創生コンサルティング 
シニアマネージャー               若松 隆一（欠席） 
協業組合江津湖観光 マネージャー        江藤 啓貴 
江津湖貸舟協同組合 幹事            宮本 龍一 
一般社団法人 熊本市造園建設業協会 理事     松本 秀和 
一般財団法人 熊本市社会教育振興事業団  
熊本市総合体育館・青年会館 館長        堀口 浩 
水前寺活性化プロジェクトチーム 事務局        楠本 英雄 

 
幹事 関係課、事務局 

＜議題＞ 

（１）具体的取組について（ワークショップ） 

 

 

【議事概要】 

「水前寺地区・出水地区」 

水前寺成趣園から出水地区のつながりとして藻器堀川を見せていきたいが、護岸や道など

が汚い。また、裏の通りになっている。 

電停は水前寺公園か市立体育館前の二つあるが、水前寺公園を江津湖公園と勘違いして、

写真を撮って帰る外国人観光客もいる。そのため、看板や案内サインの誘致を市に言って

いる。 

水前寺地区と出水地区との連続性を持たせるために、道にカラーをつけて誘導道路みたい

にする。 

成趣園の中に漱石の句碑が三つぐらい置いてある。漱石は当時この場所を好んで歩いてい

ましたので漱石の道としてつなげる。 
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砂取橋を出たところから県立図書館の方に行く道が、狭いしわかりにくい。入っていけば

旧砂取邸庭園や芭蕉園などもあるし、句碑なども残っている。時期になれば蛍などもある

ので回遊はできる。ただ、この点がつながっていない。 

一筆書きのルートとして上江津のほうまで行き、帰りはボートを使用して砂取橋のところ

まで行けるようにできればよい。 

観光客だけでなく地元の人もあまり知られていないと思うので、観光客だけでなく地元の

人にも再認識してもらう。 

散策路マップは、すでに県立図書館の方で作られたマップがベストである。成趣園の上の

方に後藤記念館もあり、それのことも書いてあるため、この地図をそのまま使わせていた

だくようにする。 

このような整備は熊本市にしてもらう。 

発信としては、水前寺百ヶ所巡りや河川プロジェクトチームのホームページなどを使用す

る。 

 

「上江津地区」 

上江津地区の一番の魅力は水のきれいさなどの水資源である。 

湧水を求めて訪れる人が多い。 

ごみの問題がひどい。マイクロプラスチックや雨天時にごみが流れてくるというのが大き

な問題。 

アクセスも問題となっている。電停の八丁馬場の方から上江津湖に行けることをあまり知

らない。 

八丁馬場から入ってきても、そこから対岸に行けることもあまり知られていない。アピー

ルしていきたい。 

多様な生物を守っていくために、ヘドロの浚渫や望遠鏡の貸し出し、そこのアクティビテ

ィとして水の中に入って、生物と同じ視点で観察できるようなものがあるといい。 

健康の面として、足が悪い人やお年寄りの人には、園路が歩きにくいという意見が出た。 

健康器具の設置。 

上江津地区でイベントができればいい。その中で、船を使って環境学習をしたり、魚を釣

る大会などをできればいい。 

ゾウさんプールなどの水を使った施設などもあるので、上江津の水をもっとアピールして

いきたい。 

希少生物などは親子で興味を惹くことができるので、アピールしていきたい。 

上流、下流に沈下橋があると、水の流れを妨げずに周遊できる。 

江津湖の代名詞は上江津湖である。 

ゾウさんプールに行くまでのアクセスが悪い。そこに行くまでの近道があるといい。 

 

「下江津地区・庄口地区」 

動植物園と江津湖のつながりを中心に考えた。 

アクセスは、電車通りを考えると、どうしても庄口公園を通る。庄口地区は、熊本の湧水

のシンボル存在である。しかし、現在雑に扱われている。歴史の説明板や看板を立ててほ

しい。 
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フェンスなどを撤去してオープンスペース化し、通りやすくする。 

動物園の利用が多く、植物園の利用は少ないため、植物園の改装、もしくは無料化ができ

ればよい。 

動植物園の南門側が、植木などによって江津湖を見ることができない状態になっている。

そのため、植木を取り払い、ウッドデッキなどのオープンスペースにして座ったりなどの

休憩ができる場所にするといい。 

現在南門から出る人は 1割から 2 割ぐらい。 

南門の近くに遊覧船乗り場を作り、上江津に行ったり下江津を回ったりすることができる

ようにする。 

カヌー教室を展開する。 

下江津地区の中之島の整備をやり直してみる。 

舟に乗りながら水面の動植物の観察を行う。 

動植物園と江津湖を一体化させたい。 

冬は水深が足りない場所もあるので、手漕ぎボートなどを使用する。 

 

「広木地区」 

人と自然が融合できる場所。 

今広木地区は親子連れがターゲット。 

広木地区を知ってもらうようなイベントをやってみればどうか。 

土日だけお店を出す。また、平日は高台になるようにする。 

マラソン大会を行い、南区や北区の人にも江津湖の魅力を感じてもらう。 

健軍電停やバス停はどこも 1 ㎞強あるのでそこを飽きさせないようにする。 

東部浄化センターの隣の空き地を駐車場化できるようにする。 

アクティビティゾーンと保全ゾーンをすみわけする。 

保全ゾーンには人を立ち入らないようにする。 

ヨシ原を広げる。 

岸辺側は保全するべき。 

見晴らしがよすぎるため人がいるかわからないぐらいになるとよい。 

以上 

 

 










